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Twitterを用いた地域イベント発見技術  

Twitterはリアルタイムに情報が共有されるソーシャル
ネットワークサービスであり，大量のさまざまな話題の情
報がリアルタイムで共有されている．本稿では自然言語処
理技術を活用して，日本全国の各地域で開催されるイベン
ト情報をTwitterから自動で発見する技術について解説し
た後，本技術を活用したサービス「街のイベント情報」を
紹介する． 

 

1. まえがき 
スマートフォンの普及に伴って，

さまざまな種類の位置情報サービス

が多数提供されている．例えばTrip 

AdvisorⓇ＊1は世界中のホテル・レス

トラン情報やその評判情報を，ぐる

たびⓇ＊2は日本各地の名物グルメ情

報を提供している．このような位置

情報サービスをさらに魅力あるもの

にするためには，観光スポットやイ

ベント，名産品などの地域情報につ

いて，最新の情報をできる限り多く

提供することが重要である． 

しかし，最新の地域情報の提供を

維持するためには多大な労力がかか

る．さらに地域情報の中でもイベン

ト情報は，日々新たなものが開催さ

れるため，情報の鮮度を確保するに

は特に頻繁な更新が必要となるが，

手動での対応には限界がある． 

これを解決するためTwitter＊3を

活用して日本全国各地で開催される

イベント情報を自動で発見する技術

を開発した．Twitterとはソーシャル

ネットワークサービスの1種であり，

140文字のテキスト（ツイート＊4）

を投稿・共有できるサービスである．

Twitterでは，ユーザの日常生活で

起きたことや新製品，ニュース，そ

してイベント告知などの大量のさま

ざまな話題の情報がリアルタイムで

共有されている．特にTwitterを用

いたイベントの告知は誰でも手軽に

行うことができるため，花火大会や

地域のお祭りといった公共性の高い

イベントに限らず，店舗のフェアや

インディーズバンドのライブといっ

たさまざまな種類のイベント情報が

大量に告知されている． 

本技術は，自然言語処理技術＊5を

活用してツイートからイベント情報

を自動で発見するもので，大量のツ

イートからイベント情報の有無だけ

でなく，そのイベントの名称，開催

場所，開催期間の3つ組を8～9割程

度の精度で抽出できる． 

本稿では，この地域イベント情報

自動発見技術とともに，本技術を適

用した「街のイベント情報」サービ

スについて解説する． 

2. 地域イベント発見
技術概要 

地域イベント発見技術の概要につ

いて，図1に示すデモンストレー

ションアプリの動作画面を用いて解

説する．これは本技術を可視化し検

証するために用意したものであり，

自動抽出されたイベント情報を，開

催期間，開催場所に応じて表示して

おり，ユーザは各地域のイベント情

報を簡単に発見することができる．
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おけるTwitter, Inc.の登録商標． 
＊4 ツイート：Twitter社の提供するマイクロ

ブログサービスにおける記事のこと． 
＊5 自然言語処理技術：人間が日常的に使って

いる言語（自然言語）をコンピュータに処
理させる技術． 

 
 
 
 
 
 

＊1 Trip AdvisorⓇ：各国のレストランやホテ
ル情報，口コミ情報を提供するサービス．
TripAdvisor, LLCの商標または登録商標． 

＊2 ぐるたびⓇ：日本各地の名産品を紹介する
サービス．株式会社ぐるなびの登録商標． 

＊3 Twitter：アメリカ合衆国また他の国々に

N
TT

 D
O

C
O

M
O

 T
ec

hn
ic

al
 J

ou
rn

al



Twitterを用いた地域イベント発見技術 

 70 NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 23 No. 4 

Event Name:ナイトアクアリウム
Event Venue:新江ノ島水族館
Event Time:2015-07-20～2015-11-30
Tweet:
7月20日から11月30日まで！新江ノ島水族
館10周年を記念し，ナイトアクアリウム
を開催します！ぜひご来場ください！

各地域のイベント数

User name
User ID

2015/7/21 17:15

User name
User ID

2015/6/1 15:00

7月20日から11月30日まで！
新江ノ島水族館10周年を記念し，
ナイトアクアリウムを開催しま
す！ぜひご来場ください！

昨日は新江ノ島水族館のナイト
アクアリウムに行きました．幻
想的で美しいイベントで最高の
夜過ごすことが出来ました．ま
た行きたい・・・・・

※ツイート文は架空の例示であり実在のものではありません．

Leaflet | Tiles © Esri — Esri, DeLorme, NAVTEQ, TomTom, Intermap, iPC, USGS, FAO, NPS, NRCAN, GeoBase, Kadaster NL, 
Ordnance Survey, Esri Japan, METI, Esri China（Hong Kong）, and the GIS User Community

抽出元のツイート

イベント名を含む
他のユーザのツイート

 
図1 イベント発見技術のプロトタイプイメージ 

また図1には，自動抽出された各地

域のイベント情報のうち，2015年9

月4日（金）に開催されると推定さ

れたものを表示している．各イベン

ト情報はイベントの名称，開催場所，

開催期間の3つ組とそれらの抽出元

のツイート情報が格納されている．

例えば，図1中の吹き出しで示して

いる“ナイトアクアリウム”の例で

は，“ナイトアクアリウム”という

イベントの名称，“新江ノ島水族館”

というイベントの開催場所，“2015

年7月20日～2015年11月30日”の開

催期間の3つ組が含まれている．ま

たイベント名称を含むツイートを再

検索することで，他のユーザのイベ

ントに関するツイートも見ることが

できる．図1の地図上の数字は，

“ナイトアクアリウム”のように自

動抽出された各地域のイベント情報

の合計件数である．例えば，9月14

日に東京近郊で536件のイベントが

開催されることを示している． 

イベントの発見件数は，時期や休

日か平日かで変動するが，新規イベ

ントを全国で毎日150件程度，ひと

月あたり4,000～5,000件程度抽出す

ることができる．この件数はイベン

ト情報のデータベースとしては国内

最大規模である． 

従来は，位置情報付きツイートの

投稿数が急上昇している場所を特定

し，イベントを抽出する方法が主

だった[1] [2]．これらの手法では，イ

ベントの発生によって周辺地域の投

稿数が変化することを前提にしてい

るため，地震の発生や有名アーティ

ストのライブなど投稿数が多い大規

模なものが対象となり，投稿数が比

較的少ない小規模なイベントは抽出

することができない．またイベント

が発生する前にイベント情報を抽出

することはできない． 

本技術では，位置情報付きツイー

トの投稿件数ではなく，イベント情

報を含むツイートが持つ自然言語的

な特徴に着目し，機械学習＊6技術を

用いてイベント情報を抽出する．そ

のためイベントの告知ツイートが1

件だけであったとしても抽出対象と

なるため，大規模なイベントだけで

なく，地域で開催されるような小規

模イベント情報も発見することが可

能である． 

3. システム構成 
および処理の流れ 

地域イベント発見技術は，図2に

示すように地名抽出部とイベント情

報抽出部から構成されている．それ

＊6 機械学習：事例をもとにした統計処理によ
り，計算機に入力と出力の関係を学習させ
る枠組み． 
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日本語
ツイート

⑤CRFとイベント名称
抽出処理

地名関連付け済みツイート

イベント関連ツイート

イベント情報
（名称，開催場所）

名寄せ済みイベント情報
（イベントID，名称，開催場所，開催期間）

地名・施設情報
（名称，曖昧性フラグ）

地名リスト

イベント情報

地名を含むツイート

形態素列

イベント情報
（名称，開催場所，開催期間）

地名抽出部

イベント情報抽出部

⑦名寄せ処理

⑥正規表現による
開催期間抽出処理

④SVMによるイベント
関連ツイート抽出処理

③フィルタリング処理

②キーワードマッチング

①形態素解析

 
図2 地域イベント発見技術の全体処理概要 

ぞれの処理内容を解説する． 

3.1 地名抽出部 
地名抽出部は，日本語のツイート

を対象として，ツイートがどの場所

について言及しているのかを解析し

て，地名とツイートの関連付けを行

う．この関連付けは図2①～③まで

の3ステップで構成されている．まず

日本語のツイートを対象として，形

態素解析＊7を実行する（図2①）．次

にあらかじめ用意した，地域や施設

の名称と後述する曖昧性を示すフラ

グなどを含んだ地名リストを参照し，

地名と一致する名詞が本文中に含ま

れるツイートを抽出する（図2②）．

最後に曖昧性がある地名を含むツ

イートに対してフィルタリングを行

う（図2③）．曖昧性のある地名とは，

人名としても用いられるものや，同

名で異なる場所が複数存在するため

特定の場所を一意に示すとは限らな

い地名のことである．その例として

は，苗字の“松島”と宮城県の観光

名所の“松島”がある．同名の地名

が存在する例としては，京都府の

“円山公園”と北海道の“円山公園”

などが挙げられる． 

この曖昧性を除去し，正しくフィ

ルタリングを行うために共起語と機

械学習を用いた処理を行う．この

フィルタリングの詳細については文

献[3]を参照されたい． 

以上の処理によって，地名抽出部

は日本語ツイートを地名と関連付け，

曖昧性の除去を行い，イベント情報

抽出部へと出力する． 

3.2 イベント情報抽出部 
イベント情報抽出部では，地名関

連付け済みツイートから，イベント

名称と開催期間の抽出を行う．本処

理は大きく4つのステップで構成さ

れる．第一に，地名と関連付け済み

のツイートからイベント名称や開催

 
 
 
 

＊7 形態素解析：文章を形態素と呼ばれる意味
のある単語の最小単位に区切る技術のこ
と． 
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地名関連付け
済みツイート

素性抽出
（素性：単語の出現回数）

SVMの分類
モデル作成

⒜SVMの学習フェーズ

SVMによる推定

⒝SVMの推定フェーズ

素性抽出
（素性：単語の出現回数）

正解ラベル付与

地名関連付け
済みツイート

イベント関連
ツイート

その他の
ツイート

 
図3 SVMによるイベント関連ツイートの抽出処理 

期間といった情報を含むツイートを

抽出するイベント関連ツイート抽出

処理を行う（図2④）．第二に，イ

ベント情報を含むツイートからイベ

ント名称の抽出を行う．また開催場

所の情報には地名抽出部を用いてツ

イートと関連付けられた地名を割り

当てる（図2⑤）．第三に，イベン

ト名称が抽出されたツイートから開

催期間を抽出する（図2⑥）．第四

に抽出されたイベント情報に対して，

開催場所とイベント名称の類似度を

用いて同一のものかを判定する名寄

せ処理を行い，イベント情報ごとに

IDを付与する（図2⑦）．それぞれ

の処理の詳細を以下に解説する． 

⑴イベント関連ツイート抽出処理 

イベント関連ツイート抽出処理で

は，地名関連付け済みツイートから

機械学習を用いてイベントに関係す

るツイートのみを抽出する．本処理

では，イベントに関するツイートは

“開催”や“祭り”といった語が文

中に出現しやすいといった特徴を分

類器＊8に学習させて，イベントに関

連したツイートを地名関連付け済み

ツイートから抽出する．大量のツ

イートを高速に処理するため，線形

SVM（Support Vector Machine）

[4]と呼ばれるアルゴリズムを採用し

ている．このアルゴリズムは図3の

ように，2つのフェーズに分かれて

いる． 

⒜学習フェーズではまずツイート

を収集して，各ツイートを目視

で確認して，イベントに関係し

たツイートとイベントに関係の

ないツイートのどちらかのラベ

ルを付与する．次に，ラベルを

付与したツイートから素
そ

性
せい
＊9を

抽出する．素性には各単語がそ

れぞれ何回出現したかという単

語の出現回数を用いている．そ

のため“開催”や“展示”など，

イベントに関連するツイートに

含まれやすく，かつイベントに

関係しないツイートには含まれ

にくい単語が多く出現するツ

イートほど，イベントに関連し

ていると判定される． 

⒝推定フェーズでは，学習フェー

ズで構築した分類器を用いて，

地名関連付け済みの各ツイート

がイベント情報を含むかどうか

を判別する．そしてイベント情

報を含むと判別されたツイート

はイベント名称抽出処理と出力

される． 

⑵イベント名称抽出処理 

イベント名称抽出処理は，SVM

によってイベントと関連すると判別

されたツイートの本文に含まれるイ

ベント名称を抽出する．本処理では

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＊8 分類器：入力をその特徴量に基づいてあら
かじめ定められた分類先のいずれかに分類
する装置． 

＊9 素性：自然言語処理における特徴量のこと． 
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正解ラベル付与

素性抽出：
（表記・品詞等）

CRFの分類
モデル作成

⒜CRFの学習フェーズ

CRFによる推定

⒝CRFの推定フェーズ

素性抽出
（表記・品詞等）

イベント関連
ツイート

イベント関連
ツイート

イベント情報

 
図4 CRFによるイベント名称抽出処理 

CRF（Conditional Random Fields）＊10 [4]

という機械学習のアルゴリズムを用

いて，イベント名称を抽出する． 

CRFによるイベント名称の抽出

も図4のように2つのフェーズに分

かれている． 

⒜学習フェーズでは，イベントに

関連するツイートに対して，ど

の部分がイベント名称に相当す

るか，またどの部分がイベント

名称に関係ないかといったラベ

ルを付与する．そしてCRFは付

与されたラベルから，イベント

名称には“祭り”という表現が

含まれやすい，“October fest”

のようにアルファベットが続き

やすいといったさまざまな特徴

を学習し，分類モデルを作成す

る．また素性には各単語の読み

や表記，品詞，文字数などを使

用している． 

⒝推定フェーズでは，学習フェー

ズで作成した分類モデルを用い

て，イベントに関連していると

判定されたツイートのうち，ど

の部分がイベントの名称に関連

しているかを判別する．そして

イベント名称が抽出されたツ

イートは次の開催期間抽出に出

力される． 

⑶開催期間抽出処理 

①正規表現を用いた抽出 

開催期間抽出処理では，正規

表現を用いて，ツイートの本文

中に含まれるイベントの開催期

間を抽出する．正規表現とは自

然言語処理の手法の1つで，あ

らかじめ定義されたパターンに

文字列が該当するかを判定した

り，そのパターンに該当する文

字列を文中から抽出したりする

ことができる．例えば「¥d{2,4} 

年¥d{1,2}月¥d{1,2}日」というパ

ターンを定義することで「2016

年1月1日」や「16年12月31日」

などの2桁から4桁の年と1桁か

ら2桁の月と日から構成される

文字列を抽出することができる．

開催期間抽出では，日付に関連

するパターンをあらかじめ大量

に登録しておき，それらをパ

ターンマッチングに用いて文中

に含まれる日付を抽出する． 

②日付の補完 

抽出した日付は「1月1日」

や「本日」などのように必ずし

も年月日が全て含まれていると

は限らない．これらについては

ツイートの投稿日付を参照して，

適切な年月日を補完する．また

「2016年1月1日から3日まで開

催」といった，開催日が単一の

日付ではなく，期間となってい

る場合に対応するため，抽出し

た日付間に「より」や「から」，

「～」などの期間であることを

 
 
 
 
 

＊10 CRF：条件付確率場．入力された要素が連
なったもの（系列）に対して，その特徴量
に基づいてあらかじめ定められたラベルを
付与する手法の一種． 
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ペアの例:
（21世紀の未来展，21世紀のみらい展）

（イベントID，名称，開催場所，開催期間）

開催場所が同じイベント情報をグルー
ピングし，ペアを全通り作成

各ペアの最長共通部分列比を計算

しきい値処理

異なるイベントと判定

イベント情報

最長共通部分列:（21世紀の展）
最長共通部分列比:
（6/9）= 0.666…

しきい値以下

同一のイベント
IDを付与

異なるイベントIDを付与
イベント情報

（名称，開催場所，開催期間）

同一のイベントと判定

しきい値以上

 
図5 イベント情報の名寄せ処理 

示す語が，抽出した日付の間に

あるかを確認する．そして，こ

のような期間である語が入って

いる場合には，さらに日付の前

後関係などを確認し，開催期間

として抽出する． 

以上の処理によってイベントの名

称と開催期間，また地名抽出部に

よって割り当てられた開催場所の3

つ組を抽出する． 

⑷名寄せ処理 

開催期間抽出までの一連の処理に

よって，イベント情報は抽出できる

ものの，1つのイベントに対して複

数のツイートが告知を行っている場

合があるため，抽出されたイベント

情報には重複するものが存在する． 

しかもユーザによって，「21世紀

の未来展」と「21世紀のみらい展」

のように，イベント名称の表記が異

なる場合があるため，異名で重複し

たイベント情報が含まれている． 

そこで本処理ではイベントの名称

と開催場所の2つの情報を用いてイ

ベント情報の同一性の判定を行った

うえで，イベントIDを割り当てる．

これはイベント情報を管理するため

の番号であり，重複するイベント情

報には同一のイベントIDが割り当

てられる． 

本処理では図5のように，抽出し

たイベント情報を開催場所ごとにグ

ルーピングをする．次に，開催場所

が同じイベント情報どうしのペアを

全通り作成する．そして作成したペ

アのイベント名称の類似度を計算し，

しきい値以上であれば，同一のイベ

ント情報と判定し，それぞれに同一

のイベントIDを割り当てる．イベ

ント名称の類似度には最長共通部分

列比という類似度を用いている．本

処理により，図5のように同じ場所

で開催される類似した名前のイベン

ト情報をまとめることができる． 

4. ｢街のイベント情報｣
サービス 

本技術を活用した「街のイベント

情報」サービスが2015年5月12日よ

り，dメニューのリアルタイム検索

コーナー内で提供されている．本

サービスは，図6に示す通り，本技

術で収集したイベント情報のうち，
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図6 「街のイベント情報」サービス画面 

ユーザの現在地付近のものを表示す

ることで，近くの話題のイベントを

見つけることを可能とするものであ

る．現在地のイベントだけでなく地

図やカレンダーで場所と日付を指定

してイベント情報を調べることがで

きるため，旅行やおでかけの計画に

利用することもできる． 

5. あとがき 
本稿では，ツイートを情報源とし

た地域イベント情報の自動発見技術

の概要を解説し，本技術を活用した

「街のイベント情報」サービスを紹

介した．今後は本技術を活用して全

国各地のイベント情報をコンテンツ

化しそれによって地方創生につなが

るサービスを創造していく．また各

地の名産品やその評判といったイベ

ント情報以外の地域情報抽出技術の

研究開発を行う． 
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